
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３月 11 日午後２時 46 分　地震発生
　　①３月 17 日　ロシア機 IL － 20 型　１機
　　②３月 21 日　ロシア機 Su － 27 型　１機
　　　３月 21 日　ロシア機 An － 12 型　１機









　　⑧５月 19 日　下対馬の南西約 100 キロを北東進するロシアの駆逐艦１隻を
確認。
　　⑨５月 26 日　ロシア IL － 20 型　１機






　　⑬６月 10 日　下対馬の南西約 100 キロを北東進するロシアのウダロイ１級
ミサイル駆逐艦２隻を確認。




　　⑰７月 27 日　下対馬の西約 50 キロの海域を北東進する中国のフリゲート
艦等２隻を確認。





　　㉑８月 12 日　ロシア IL － 20 型　１機
　　㉒８月 24 日　ロシア TU － 22 型　１機
（平成 23 年〈2011 年〉８月 25 日現在）
（桜林美佐『日本に自衛隊がいてよかった―自衛隊の東日本大震災』平成 24 年１月
27日　第７刷＜平成23年９月19日第１刷＞　株式会社産経新聞出版　212貢参照）。
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活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
三
陸
沖
の
洋
上
で
も
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
隊
に
よ
る
懸
命
な
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。
他
方
、
岩
手
県
沖
で
は
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
に
従
事
す
る
米
原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
を
目
標
に
中
国
の
潜
水
艦
が
集
結
し
、活
動
を
始
め
て
い
た
。
中
国
人
民
解
放
軍
海
軍
の
潜
水
艦
の
不
気
味
な
「
動
き
」
に
、
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
隊
は
、
―
一
寸
の
隙
も
与
え
ず
―
、
日
本
の
海
を
「
守
り
」、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
と
そ
の
周
辺
海
域
に
お
け
る
第
一
線
部
隊
の
救
助
・
救
援
活
動
（「
災
害
派
遣
活
動
」）
を
支
え
る
と
共
に
、
ま
さ
に
音
を
立
て
ず
深
海
で
我
が
国
防
衛
の
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
災
害
派
遣
に
関
わ
る
自
衛
官
の
中
に
は
、
非
公
式
で
は
あ
る
が
、
被
災
地
で
の
緊
急
援
助
を
目
的
と
し
て
、
諸
外
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
団
体
等
の
中
の
特
定
の
国
の
団
体
に
よ
る
被
災
地
周
辺
に
お
け
る
「
生
物
兵
器
」
な
ど
の
散
布
を
懸
念
、
警
戒
す
る
意
見
が
見
ら
れ
た
と
聞
く
。
ま
さ
に
、
災
害
は
、
物
事
（「
事
象
」）
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
中
の
潜
在
的
な
軍
事
的
緊
張
―
の
本
質
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
表
５
に
は
、地
震
発
生
直
後
の
「
衝
撃
期
」「
被
害
の
査
定
期
」「
救
助
期
」「
救
援
期
」
の
段
階
で
、中
国
と
ロ
シ
ア
が
日
本
に
対
し
て
と
っ
た
軍
事
的
示
威
行
為
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
同
様
に
、
航
空
自
衛
隊
の
①
警
戒
管
制
部
隊
、
②
戦
闘
機
部
隊
、
③
地
対
空
部
隊
、
④
航
空
機
整
備
部
隊
等
の
一
部
は
第
一
線
の
災
害
派
遣
部
隊
の
活
動
（「
作
戦
」）
か
ら
外
れ
、
挑
発
行
動
を
取
り
続
け
る
中
国
人
民
解
放
軍
、
ロ
シ
ア
軍
の
警
戒
監
視
活
動
に
当
り
、
大
規
模
災
害
の
混
乱
に
乗
じ
た
我
が
国
へ
の
侵
略
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、厳
然
た
る
防
衛
態
勢
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
の「
働
き
」（
能
力
）
―
保
安
・
警
備
機
能
（S
e
c
u
rity
 F
u
n
c
tio
n
s
）―
は
、
災
害
対
応
に
求
め
ら
れ
る
①
警
報
、
②
緊
急
準
備
態
勢
、
③
避
難
行
動
、
④
被
害
状
況
の
把
握
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
⑤
被
災
者
の
看
護
、
⑥（「
衝
撃
後
に
お
け
る
被
災
者
に
向
け
た
」）
福
祉
対
策
、
⑦
サ
ー
ビ
ス
の
緊
急
復
旧
等
の
機
能
と
並
ん
で
、
災
害
時
（E
m
e
rg
e
n
c
y
 P
e
rio
d
）
に
お
け
る
不
可
欠
な
「
組
織
対
応
」（「
対
処
」・「
対
応
」）
で
あ
る
。
　
災
害
の
重
大
な
社
会
的
機
能
の
一
つ
は
、
シ
ス
テ
ム
や
制
度
に
潜
む
「
欠
陥
」
や
「
歪
み
」
ま
た
「
脆
弱
性
」
等
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。
日
本
を
襲
っ
た
巨
大
災
害
は
、
南
西
諸
島
防
衛
等
わ
が
国
を
取
り
巻
く
「
安
全
保
障
」
の
厳
し
さ
は
も
と
よ
り
、
①
首
都
圏
を
始
め
と
し
た
大
規
模
地
震
・
津
波
へ
の
対
応
、
②
自
衛
隊
の
人
員
・
装
備
の
全
体
的
不
足
、
③
自
衛
隊
、
行
政
、
警
察
、
消
防
、
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海
上
保
安
庁
等
の
「
組
織
間
対
応
」
の
あ
り
方
、
④
原
子
力
事
故
・
災
害
の
対
応
等
に
関
わ
る
多
く
の
喫
緊
の
課
題
を
照
ら
し
出
し
た
。
と
く
に
、
自
衛
隊
に
と
っ
て
前
述
の
人
員
等
の
全
体
的
不
足
に
加
え
て
、
部
隊
・
人
員
、
装
備
、
物
資
の
迅
速
な
輸
送
と
い
っ
た
問
題
が
大
き
く
浮
彫
り
に
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
は
現
行
の
制
度
が
持
つ
問
題
点
（
欠
陥
や
歪
み
）
を
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
中
国
の
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
爆
撃
機
や
公
船
を
使
っ
た
威
嚇
は
続
い
て
い
る
。
と
く
に
、
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
け
る
我
が
国
領
海
へ
の
通
行
は
収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
平
成
27
年
月
12
月
22
日
に
は
、
外
観
上
、
明
ら
か
に
機
関
砲
を
搭
載
し
た
中
国
公
船
に
よ
る
接
続
水
域
へ
の
入
域
」（『
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』、平
成
30
年
10
月
25
日
現
在
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
因
み
に
、
図１　 中国公船による尖閣諸島周辺における
領海侵犯（外務省資料）
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平
成
30
年
10
月
25
日
、
安
倍
晋
三
首
相
の
中
国
公
式
訪
問
を
嘲
笑
す
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
海
警
局
の
公
船
が
（
中
国
の
「
核
心
的
利
益
」
で
あ
る
）
沖
縄
県
石
垣
市
の
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
を
航
行
し
て
い
る
。
　
一
方
、
翌
26
日
の
安
倍
晋
三
総
理
と
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会
談
で
は
、
日
本
側
は
新
た
な
日
中
関
係
の
構
築
を
模
索
し
、
①「
競
争
か
ら
協
調
へ
」、
②「
脅
威
で
は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
③「
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
の
発
展
」
の
３
原
則
を
提
唱
し
た
。
　
安
倍
首
相
と
習
国
家
主
席
、李
克
強
首
相
と
の
会
談
要
旨
（
一
部
）
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
産
経
新
聞
』　
平
成
30
年
10
月
27
日
）。
　【
２
国
間
関
係
】
　
安
倍
首
相
　
　
競
争
か
ら
協
調
へ
日
中
関
係
を
新
し
い
時
代
へ
押
し
上
げ
て
い
き
た
い
。
日
中
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
互
い
に
脅
威
と
は
な
ら
な
い
。
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
が
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
原
則
の
も
と
に
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
貢
献
し
た
い
。
　
習
国
家
主
席
　
　
こ
れ
ま
で
の
数
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
門
を
通
り
抜
け
て
き
た
が
、
双
方
の
努
力
の
も
と
、
両
国
関
係
は
正
し
い
軌
道
に
戻
り
、
前
向
き
な
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
両
国
関
係
発
展
の
新
し
い
歴
史
的
な
方
向
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。
　【
経
済
関
係
】
　
安
倍
首
相
　
　
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
習
国
家
主
席
　
　
世
界
の
主
要
経
済
大
国
で
あ
り
、
重
要
な
影
響
力
を
有
す
る
国
と
し
て
日
中
両
国
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
習
国
家
主
席
　
　
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
高
く
評
価
す
る
。
　【
歴
史
認
識
】　
　
中
日
の
往
来
は
２
千
年
に
も
及
ぶ
が
、
そ
の
中
に
は
悲
惨
な
歴
史
も
あ
り
、
中
国
人
民
が
大
き
な
民
族
的
な
災
難
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
人
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
。
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　【
安
全
保
障
】　
　
　
両
首
脳
（
安
倍
晋
三
首
相
・
習
近
平
国
家
主
席
）
　
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
両
首
脳
は
意
思
疎
通
を
強
化
し
、
不
測
の
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
で
一
致
。
　
両
首
相
（
安
倍
晋
三
・
李
克
強
両
首
相
）
　
自
衛
隊
と
中
国
軍
の
相
互
通
報
体
制
「
海
空
連
絡
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
早
期
開
設
に
取
り
組
み
、
東
シ
ナ
海
を
平
和
、
協
力
、
友
好
の
海
に
す
る
た
め
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
。
　
ま
さ
に
、
こ
の
文
脈
か
ら
は
、
鄧
小
平
が
西
側
先
進
諸
国
に
向
け
て
と
っ
た
「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
「
策
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
鄧
小
平
（
一
九
〇
四
～
一
九
九
七
）
は
、「
二
〇
世
紀
中
に
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
『
現
代
化
』
を
全
面
的
に
実
現
し
、
我
が
国
を
現
代
化
し
た
社
会
主
義
強
国
に
築
き
上
げ
る
こ
と
は
、
我
が
国
人
民
に
課
せ
ら
れ
た
偉
大
な
歴
史
的
使
命
で
あ
る
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
八
二
～
八
三
頁
「
在
全
国
科
学
大
会
開
幕
式
的
講
和
〈
全
国
科
学
大
会
開
幕
式
で
の
講
和
〉」
一
九
七
八
年
三
月
一
八
日
）（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略
―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
―
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
　
一
九
～
二
〇
頁
）
と
し
て
、
遅
れ
た
中
国
の
「
近
代
化
」（「
四
つ
の
現
代
化
」
政
策
）
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
実
主
義
者
の
鄧
小
平
は
、
日
本
や
欧
米
の
先
進
工
業
諸
国
の
進
ん
だ
技
術
と
資
金
の
利
用
を
も
く
ろ
み
、「
巨
大
な
十
二
億
の
市
場
」
を
打
ち
上
げ
た
。
日
本
に
は
尖
閣
諸
島
の
「
領
有
問
題
」
の
棚
上
げ
を
提
唱
し
、
外
交
面
で
平
和
的
繕
い
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
鄧
小
平
が
「
南
巡
講
和
」（
一
九
九
二
年
）
等
で
掲
げ
た
「
巨
大
な
十
二
億
の
市
場
」
は
、
日
本
や
欧
米
先
進
国
の
資
金
と
技
術
を
呼
び
込
む
た
め
の
一
種
の
壮
大
な
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
で
あ
っ
た
。
　
鄧
小
平
が
「
強
国
」
実
現
の
た
め
に
と
っ
た
戦
略
は
「
先
富
論
」
で
あ
る
。「
経
済
政
策
上
は
、
一
部
の
地
区
、
一
部
の
企
業
、
一
部
の
労
働
者
・
農
民
が
、
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
好
成
績
を
上
げ
た
場
合
、
他
の
者
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
、
先
に
豊
か
に
な
る
こ
と
を
許
し
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て
も
よ
い
と
考
え
る
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
一
四
二
頁
「
解
放
思
想
、
事
実
求
是
、
團
結
一
致
向
前
〈
思
想
を
解
放
し
、
事
実
求
是
の
態
度
で
、
一
致
団
結
し
て
前
向
き
の
姿
勢
を
と
ろ
う
〉」
一
九
七
八
年
十
二
月
十
三
日
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
先
富
論
を
基
に
鄧
小
平
は
、「
経
済
規
模
を
今
世
紀
末
ま
で
に
四
倍
に
し
、
一
人
当
た
り
国
内
総
生
産
八
〇
〇
元
を
達
成
し
、
人
民
生
活
の
〝
小
康
水
準
〟
を
実
現
す
る
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
努
力
し
て
三
〇
年
か
ら
五
〇
年
か
け
世
界
の
先
進
国
の
水
準
に
近
づ
く
」（『
鄧
小
平
文
選
　
第
三
巻
』
七
七
頁
「
我
仢
的
宏
伟
目
柡
和
根
本
政
策
」〈
我
々
の
偉
大
な
目
標
と
根
本
的
な
政
策
〉」
一
九
八
四
年
一
〇
月
六
日
）（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略
―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
―
』
二
〇
頁
）
と
考
え
て
い
た
。
　
ま
た
、「
中
国
の
よ
う
な
社
会
主
義
の
大
国
は
、〝
近
道
〟
を
通
れ
な
い
。
我
々
は
外
国
の
資
金
と
技
術
を
利
用
し
、
対
外
貿
易
も
大
い
に
発
展
さ
せ
る
が
、
必
ず
自
力
更
生
を
主
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
二
二
一
頁
「
目
前
的
形
勢
和
任
務
〈
当
面
の
情
勢
と
任
務
〉
一
九
八
〇
年
一
月
一
六
日
）
と
し
、
独
自
技
術
開
発
の
遅
れ
等
、
今
日
の
外
資
へ
の
過
度
の
依
存
が
も
た
ら
す
弊
害
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
も
い
た
。
鄧
小
平
に
と
っ
て
強
国
は
単
に
「
夢
」
で
は
な
く
、
実
際
に
実
現
す
べ
き
「
具
体
的
政
策
目
標
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略
―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
―
』
二
一
頁
）。
　
中
国
が
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
現
代
化
」
を
掲
げ
た
の
は
一
九
六
四
年
の
第
三
期
全
人
代
第
一
回
会
議
で
あ
り
、
当
時
の
周
恩
来
首
相
（
一
八
九
三
～
一
九
七
六
年
）
は
、「
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
現
代
農
業
、
現
代
工
業
、
現
代
科
学
技
術
の
社
会
主
義
強
国
を
建
設
し
、
世
界
の
先
進
水
準
に
追
い
つ
き
追
い
越
す
。
第
一
歩
と
し
て
独
立
し
た
比
較
的
完
全
な
工
業
体
系
を
つ
く
り
、
第
二
歩
と
し
て
全
面
的
に
（
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
）
四
つ
の
現
代
化
を
実
現
し
、
中
国
の
経
済
を
世
界
の
上
位
に
も
っ
て
い
く
」（「
構
建
中
国
大
戦
略
―
富
民
強
国
―
」胡
鞍
鋼
、中
国
経
済
時
報
二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
十
三
日
付
）と
し
た
（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略
―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
―
』
十
九
頁
）。
　
一
般
に
、
中
国
が
「
強
国
」
を
強
く
意
識
す
る
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
―
四
二
年
）
以
降
、
西
欧
列
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強
の
干
渉
と
植
民
地
化
の
「
屈
辱
」
の
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
ア
ヘ
ン
戦
争
を
契
機
に
、
列
強
諸
国
は
中
国
各
地
に
勢
力
を
張
り
、
同
時
に
中
国
の
分
割
統
治
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
近
代
史
は
外
国
列
強
の
干
渉
を
は
ね
の
け
、
強
大
な
中
央
集
権
国
家
の
建
設
を
め
ざ
す
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
中
国
に
と
っ
て
近
代
国
家
（「
強
国
」）
の
建
設
（「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」）
と
は
、
「
二
〇
〇
〇
年
前
に
ロ
ー
マ
と
と
も
に
世
界
の
中
心
だ
っ
た
大
漢
王
朝
か
ら
三
〇
〇
年
前
の
清
王
朝
初
期
ま
で
栄
え
た
か
つ
て
の
『
中
華
』
復
興
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
」（
尾
崎
春
生
　
同
書
　
十
五
頁
）、
そ
れ
だ
け
深
い
こ
だ
わ
り
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
今
日
、
習
近
平
の
言
う
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
も
こ
う
し
た
中
国
の
「
屈
辱
の
歴
史
」
の
中
で
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
中
国
に
は
秦
の
始
皇
帝
に
始
ま
る
「
大
一
統
」（
大
統
一
）
と
い
っ
た
思
想
、
世
界
観
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
漢
民
族
と
夷
狄
が
天
下
に
渾
然
一
体
と
共
存
・
対
立
す
る
小
宇
宙
世
界
で
、
様
々
な
民
族
、
言
語
、
文
化
が
す
べ
て
中
華
文
明
、
中
華
世
界
の
下
に
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
天
下
統
一
の
理
想
郷
と
さ
れ
る
（
横
山
宏
章
『
中
華
思
想
と
現
代
中
国
』
集
英
社
新
書
　
二
〇
〇
二
年
　
参
照
）。「
チ
ベ
ッ
ト
、
台
湾
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
地
区
の
少
数
民
族
も
中
華
世
界
の
中
で
自
ら
の
安
定
を
求
め
る
こ
と
が
〝
至
善
〟
の
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
が
漢
民
族
に
と
っ
て
も
少
数
民
族
に
と
っ
て
も
最
も
望
ま
し
い
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
中
華
帝
国
は
い
っ
た
ん
衰
退
し
た
も
の
の
、
鄧
小
平
以
降
の
改
革
開
放
路
線
の
最
終
目
標
は
『
大
中
華
』
と
し
て
の
繁
栄
で
あ
り
、
政
治
大
国
で
あ
り
文
化
大
国
で
あ
っ
た
『
大
中
華
へ
の
回
帰
』
な
の
で
あ
る
。
中
国
が
米
国
の
一
極
支
配
に
強
く
反
対
す
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
国
際
秩
序
形
成
へ
の
思
い
が
根
強
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」（
尾
崎
春
生
　
同
書
　
十
六
頁
）。
二
〇
一
一
年
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
47
兆
元
を
超
え
、
中
国
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
で
日
本
を
上
回
り
、
世
界
第
二
位
の
経
済
「
強
国
」
に
ま
で
「
現
代
化
」
を
推
し
進
め
た
（
一
般
に
、
中
国
共
産
党
指
導
部
が
公
表
す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
数
値
の
「
欺
瞞
性
」（「
嘘
」）
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
中
国
経
済
の
研
究
者
・
専
門
家
、
ま
た
報
道
機
関
等
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。・
・
・
・
・
・
）。
　
周
恩
来
、
そ
し
て
鄧
小
平
（「
改
革
・
開
放
の
総
設
計
師
」）
が
唱
え
る
①『
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」』
及
び
、
②「
開
放
改
革
」
路
線
は
、「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
外
交
政
策
の
も
と
、
③
経
済
・
軍
事
分
野
を
中
心
に
「
貿
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易
強
国
」「
人
材
強
国
」「
軍
事
強
国
」「
核
強
国
」「
海
洋
強
国
」「
製
造
強
国
」「
ハ
イ
テ
ク
強
国
」「
Ｉ
Ｔ
強
国
」「
電
信
強
国
」「
家
電
強
国
」「
造
船
強
国
」「
運
輸
強
国
」「
観
光
強
国
」「
ア
ニ
メ
強
国
」「
特
許
強
国
」
等
々
の
「
実
現
」
を
積
極
的
に
計
っ
て
い
る
。「
中
国
が
強
国
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
規
模
で
は
紛
れ
も
な
く
大
国
だ
が
質
的
に
は
世
界
的
な
強
い
国
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
認
め
、
名
実
と
も
に
世
界
レ
ベ
ル
を
目
指
す
」（
尾
崎
春
生『
中
国
の
強
国
戦
略
―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
―
』
十
七
頁
）と
い
っ
た
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
（「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」）
は
、
中
国
・
習
近
平
が
唱
え
る
①
米
・
中
２
大
国
に
よ
る
「
新
型
大
国
関
係
」
の
構
築
（
米
国
・
一
極
支
配
の
「
終
焉
」）、
さ
ら
に
②「
米
中
・
新
冷
戦
」
の
勃
発
と
い
っ
た
国
際
秩
序
の
問
題
に
繋
が
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
一
九
九
二
年
二
月
二
五
日
、
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
・
常
務
委
員
会
は
、『
主
席
令
７
期
第
55
号
』
と
し
て
『
中
華
人
民
共
和
国
領
海
お
よ
び
毘
（
び
）
連
区
法
』（
い
わ
ゆ
る
『
領
海
法
』）
を
制
定
・
発
布
し
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
施
政
権
下
に
あ
る
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）、
さ
ら
に
台
湾
及
び
南
シ
ナ
海
を
含
む
広
大
な
地
域
・
水
域
の
領
有
権
を
主
張
し
た
。
中
国
の
「
対
外
膨
張
」（「
領
土
拡
張
」）
は
、
南
シ
ナ
海
の
「
領
有
化
」
や
「
埋
め
立
て
」、
さ
ら
に
大
規
模
な
「
軍
事
基
地
の
建
設
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、（「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
を
追
う
）
習
近
平
政
権
の
も
と
で
更
に
強
ま
っ
て
い
る
。
　
他
方
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
中
国
の
開
放
・
改
革
路
線
を
積
極
的
に
支
援
し
た
。
大
国
中
国
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
「
屈
辱
の
歴
史
」
を
背
負
い
、
同
時
に
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
の
「
実
現
」
の
た
め
、
日
本
及
び
日
本
国
民
か
ら
の
多
大
な
援
助
、
資
金
、
産
業
技
術
等
の
す
べ
て
を
費
や
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
日
本
は
中
国
の
「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
外
交
の
術
に
う
ま
く
乗
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、安
倍
晋
三
・
日
本
国
総
理
は
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
終
了
」（「
打
ち
切
り
」）
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
国
民
に
伝
え
た
。
日
本
か
ら
中
国
へ
の
経
済
援
助
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
支
出
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
旧
大
蔵
省
と
輸
出
入
銀
行
か
ら
『
資
源
ロ
ー
ン
』
な
ど
と
い
っ
た
名
目
で
公
的
資
金
が
中
国
に
供
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
九
年
ま
で
の
時
点
で
、
そ
の
総
額
は
３
兆
３
千
億
円
に
も
上
り
、
対
中
Ｏ
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Ｄ
Ａ
の
総
額
と
あ
わ
せ
て
中
国
へ
の
援
助
総
額
は
７
兆
円
に
も
上
っ
た
（『
産
経
新
聞
』
平
成
30
年
10
月
27
日
参
照
）。
　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
今
回
の
習
近
平
・
国
家
主
席
と
の
会
談
を
通
し
て
「
戦
後
日
本
外
交
の
総
決
算
」
を
目
指
し
、
新
た
な
日
中
関
係
の
「
在
り
方
」
を
模
索
し
、
日
本
の
立
場
を
世
界
に
発
信
し
た
。
　
他
方
、
台
湾
か
ら
は
、
政
府
、
自
治
体
、
企
業
、
個
人
・
団
体
等
か
ら
手
厚
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
ま
た
世
界
の
ど
の
国
（
地
域
）
に
も
勝
る
66
億
６
５
５
３
万
台
湾
ド
ル
（
約
２
５
０
億
円
）
の
義
援
金
が
日
本
の
被
災
者
等
に
届
け
ら
れ
た
（「
日
本
台
湾
交
流
協
会
」
調
べ
、
平
成
30
年
９
月
12
日
現
在
）。
　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
は
、
①
日
本
が
直
面
す
る
地
政
学
的
・
軍
事
的
脅
威
、
②
極
東
周
辺
に
お
け
る
ロ
シ
ア
、
中
国
及
び
米
国
の
軍
事
力
の
バ
ラ
ン
ス
（
核
戦
略
を
含
む
）、
③
中
国
と
台
湾
と
の
間
に
見
ら
れ
る
対
日
外
交
の
「
在
り
方
」
の
相
違
、
④
中
台
両
国
の
日
本
に
向
け
た
救
援
体
制
や
民
意
（
日
本
へ
の
「
好
感
」
度
）
の
違
い
、
⑤
ロ
シ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
な
ら
び
に
日
本
及
び
周
辺
諸
国
に
対
し
て
「
日
米
同
盟
」
が
持
つ
意
義
、
さ
ら
に
⑥
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
厳
し
さ
と
日
本
の
安
全
保
障
体
制
が
直
面
す
る
課
題
、
等
々
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
大
災
害
は
、
物
事
や
事
象
に
潜
む
「
本
質
」（「
実
態
」）、
つ
ま
り
日
本
周
辺
に
潜
む
地
政
学
的
・
軍
事
的
緊
張
を
照
ら
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
日
本
に
向
け
る
「
核
」
の
現
実
的
脅
威
（
現
在
で
は
、
北
朝
鮮
の
核
を
含
め
）
と
は
別
に
、「
屈
辱
の
歴
史
」
を
背
負
っ
た
中
国
の
「
大
中
華
へ
の
回
帰
」（
今
日
で
は
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」《
習
近
平
》）
に
潜
在
す
る
「
大
中
華
」（
中
国
）
の
「
核
」
と
膨
張
主
義
（
政
策
）
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
端
が
、
中
国
に
よ
る
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
の
領
有
権
の
主
張
で
あ
る
。
　
第
４
節
　
　
結
び
「
災
害
派
遣
」
四
万
回
の
実
績
、
国
民
と
共
に
―
陸
上
自
衛
隊
観
閲
式
、
首
相
の
感
謝
の
言
葉
―
　
平
成
30
年
10
月
14
日
、
最
高
指
揮
官
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
観
閲
官
に
迎
え
、
埼
玉
県
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
訓
練
場
に
お
―66―
い
て
「
平
成
30
年
度
自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
観
閲
式
に
は
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
、
予
備
自
衛
官
部
隊
、
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
等
の
29
梯
隊
が
参
加
し
た
。
約
１
７
，
０
０
０
名
の
一
般
観
衆
が
見
守
る
中
、観
閲
部
隊
指
揮
官
・
竹
本
竜
司
陸
上
自
衛
隊
第
１
師
団
長
以
下
、
隊
員
約
４
，
０
０
０
名
、
車
両
約
２
６
０
両
に
よ
る
観
閲
行
進
、
さ
ら
に
航
空
機
約
40
機
に
よ
る
観
閲
飛
行
が
行
わ
れ
た
。
内
訳
は
、
徒
歩
行
進
部
隊
が
10
梯
隊
、
車
両
行
進
部
隊
が
19
梯
隊
、
そ
し
て
観
閲
飛
行
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
７
個
部
隊
、
海
上
自
衛
隊
３
個
部
隊
、
航
空
自
衛
隊
４
個
部
隊
の
計
14
個
部
隊
が
参
加
し
た
。
加
え
て
、祝
賀
行
進
と
し
て「
陸
写真７　平成30年度自衛隊記念日観閲式。約17000人の一般観衆を前に、観閲部隊指
揮官・陸上自衛隊第１師団長竹本竜司陸将以下、陸・海・空隊員約4000名（徒歩行
進部隊10梯隊、車両行進部隊19梯隊〈約260両〉）が観閲官・安倍晋三内閣総理大臣
にたいして観閲行進を行った。また、同時に航空機約40機による観閲飛行が行われた。
さらに、南シナ海、東シナ海・尖閣諸島等における中国の軍事的・領土的膨張を意
識してか、①水陸機動団（「陸上総隊」隷下部隊）と米海兵隊とによる祝賀行進（「水
陸両用車AAV７」を使った車両行進）、②沖縄海兵隊所属のMV22オスプレイによる
祝賀飛行も行われ、『強固な日米同盟』を伺わせた。
 田中　陸　撮影（2018年10月14日）
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上
総
隊
」
隷
下
の
「
水
陸
機
動
団
」
と
沖
縄
の
米
海
兵
隊
（「
第
３
強
襲
水
陸
両
用
大
隊
」）
の
「
水
陸
両
用
車
Ａ
Ａ
Ｖ
７
」
が
並
ん
で
走
行
し
、
さ
ら
に
米
第
２
６
５
海
兵
隊
所
属
の
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
（
１
個
部
隊
）
に
よ
る
祝
賀
飛
行
が
行
わ
れ
、
強
固
な
「
日
米
同
盟
」
を
印
象
付
け
た
（
写
真
７
）。
　
観
閲
式
を
訪
れ
る
度
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
日
本
は
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
巨
大
な
軍
事
力
・
核
戦
力
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
一
方
、
国
家
と
し
て
「
自
立
」
と
「
独
立
」
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
改
め
て
、
日
本
人
が
培
っ
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
そ
し
て
大
切
な
家
族
や
人
び
と
を
し
っ
か
り
と
護
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
　
自
衛
隊
最
高
指
揮
官
・
安
倍
総
理
は
、
観
閲
式
の
訓
示
の
中
で
観
閲
部
隊
・
隊
員
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
・
・
・
・
・
・
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
実
績
は
、
実
に
４
万
回
を
超
え
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
天
候
で
交
通
手
段
が
断
た
れ
て
し
ま
う
離
島
に
お
い
て
患
者
の
命
を
救
う
に
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
の
緊
急
輸
送
は
ま
さ
に
「
国
民
の
命
綱
」
で
す
。
　「
緊
急
搬
送
要
請
あ
り
。
直
ち
に
出
動
せ
よ
」。
11
年
前
、
一
人
の
女
性
の
容
態
が
急
変
し
、
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
の
一
報
が
那
覇
駐
屯
地
に
入
電
さ
れ
ま
し
た
。
建
村
善
知
（
た
て
む
ら
よ
し
と
も
）
１
等
陸
佐
率
い
る
４
人
の
ク
ル
ー
は
躊
躇
な
く
ヘ
リ
に
飛
び
乗
り
、
鹿
児
島
県
徳
之
島
に
向
け
て
漆
黒
の
闇
が
広
が
る
空
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
　
現
地
は
一
面
の
濃
霧
が
広
が
っ
て
お
り
、
着
陸
目
標
の
グ
ラ
ン
ド
は
視
界
不
良
。
垂
れ
込
め
た
雲
が
進
入
を
阻
み
ま
し
た
。「
あ
と
一
度
、
進
入
を
試
み
る
」。
容
態
は
一
刻
を
争
う
状
況
の
下
で
、
建
村
１
等
陸
佐
は
こ
れ
ま
で
４
８
０
０
時
間
を
超
え
る
飛
行
経
験
と
自
衛
官
人
生
の
全
て
を
傾
け
、
着
陸
に
挑
み
続
け
ま
し
た
。
地
上
の
管
制
官
に
近
く
の
徳
之
島
空
港
へ
の
着
陸
を
依
頼
す
る
な
ど
、
最
後
ま
で
決
し
て
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、
地
上
に
い
る
隊
員
た
ち
も
最
善
を
尽
く
し
ま
し
た
。
　「
あ
り
が
と
う
」
―
。
管
制
官
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
４
人
が
再
び
基
地
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
建
村
―68―
１
等
陸
佐
は
か
つ
て
、
部
下
の
隊
員
た
ち
に
こ
う
語
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
　「
自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
誰
が
や
る
。」
　
全
国
25
万
人
の
隊
員
一
人
一
人
の
高
い
使
命
感
、
強
い
責
任
感
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、
日
本
国
民
は
、
守
ら
れ
て
い
る
。
　
事
に
臨
ん
で
は
、
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
、
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
。
諸
君
の
崇
高
な
る
覚
悟
に
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
24
時
間
、
３
６
５
日
。
国
民
の
命
と
平
和
を
守
る
た
め
、
極
度
の
緊
張
の
中
、
最
前
線
で
警
戒
監
視
に
当
た
り
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
を
行
う
隊
員
た
ち
が
今
、
こ
の
瞬
間
も
日
本
の
広
大
な
海
と
空
を
守
っ
て
い
ま
す
。
　
自
ら
の
意
志
で
こ
の
困
難
な
道
に
進
ん
で
く
れ
た
諸
君
。
た
だ
ひ
た
す
ら
国
民
の
た
め
、
献
身
的
に
職
務
を
遂
行
す
る
諸
君
は
日
本
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。・
・
・
・
・
・（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
）。
　
本
研
究
は
、
平
成
30
年
度
・
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
（
基
礎
助
成
、
個
人
研
究
、
課
題
番
号
２
０
１
８
Ｋ
－
４
２
１
）
の
研
究
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
。
